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3.高分子鎖の分子軸方向の弾性率

赤外吸収測定と分子振動計算により分子内ポテンシャルが求めらj'Lるので.

これを用いて分子軸方向の弾性率を叡扱うことができるO ポ ジ̀エチンン ,求

ジオキンメチレン ,ポ リプロピレン.なとで.分光学的なパ ラメーターか ら計算

した弾性率は実動値によく一致するO -殿に,Jグザグ構造のヤング率は. ラセ

y敦子鎖の場合の数倍であるOポジペプチ ド鎖についても弾性率を叡扱うこと

は興味深い｡
～

4.高分子結晶の振動数分布 L,比熱

結晶儀域における分子鎖問ポテンシャJi/から結晶振動を取扱うことが出来るO

ポ リエチレン結晶では隣接分子鎖の口･･･Td原子間ポテンシーヤJL,の定数が.島内

田隅によって求められていたC これを 少し修正して.結晶振動を計算 したo

a,b,C軸方向の位相差 〔それぞれ 0≦ 6≦/1)について代表的組合せを'-つく

って振動の波数を計算し.集計して振動数分布を得たo これはDannerが中性

子非弾性散乱から実験的VT得た分布に よく一致するo 振動数分布の理論値から

比熱を計算したところ 0<Tく 100oKの範囲で実測によく一致 したo このように

分子振動 ,分子内ポテンVヤJL,を基礎にして固体物性を扱い,高分子構造との

関連を解明することは興味深い課題であり､ このような研究は生体高分子にも

応用できるものである｡

ラセン状 R封AとD封A の.構造のちがい

ならびに溶液中でのアミン頚との相互作用のちがい
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イネ萎縮病 ウイルスRNAのⅩ線回折測定で最大 50ほどの独立の反射が観

測されているQ それらの強度から円柱対称パタ-ソン関数を計算すると､その

結果はこのRNAが二重ラセン構造をとっていると考えることによって よく説B O

明されるQ lつのラセンの径ほほは24A ･ ピッチは30･5A ･1万 プチ中性
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ふくまれるヌクレオチ ド残基数は 10であ り､一方のラセンは他方のラセンから
i⊃

共通の軸にそって 13.OA ずれているo

次にこのようなRNAの二重ラセソ構造はDNAの二重ラセン構造とどこがち

がうかについて調査してみると次のような諸点を挙げることができるO 巨)ラ
0 (⊃

セソ問距離oERNA,においては 13.OAで､DNAのA形 14.CA , B形 14.8
(⊃

左 ,C･形 13.6A のどれ よりもやや短い｡ (2)PO言基のむきoRNAにおい･

1225cm-1吸収帯 (POて逆対称伸縮)が⊥二色性 ,1084C由~1吸収帯 (PO…
対称伸縮)が H二色性を示し. これから0･･････0がラセン軸と約 700,<OPO

二等分線が約400をなしていると結論されるo合成RNA申.酸性polyAや

poly(A+2U)でもこれら吸収帯の二色性が同様であるO これに対しDNAで

は前者の二色比は殆んど1,後者は⊥二色性を示すo (3)PO言問u3相互作用0

1225C‡㌻1吸収帯の 日,i_両成分の分離巾はfiNAにおいて 22CヱFl,DNA

において 9cm-1 であるQRNACL)方が大であも 以上のようなちがいは､RNA

定おける2JO胃 との水素結合によって PO盲 基が､DNA車での位置や向きか

らうごき回転しているような一つの模型を考えることによって説明される｡そ

のようなPO言草の位置ならびに向きのちがいは､溶液中でのRNA,DN'Aのカ
チオンとの相互作周におけるちがいとしてあらわれてよさそうに考えられるが

その卸とみなし得ることとして次のような実験結果が出ているO

(4)噂 C胃2もN重 という形のジア ミンをラセソ状核酸の溶液に入れるとその

融解温度 Tmが上昇するO その上昇高 dTm を極大ならしめるnの値がDNAで

は5,合成RNAでは2-3である｡ (5)PolyL工r lysineとラセン状核酸と

は一定のモJL'比をもつ錯体を形成するが､その錯体における N冒2/P比 は

DNA(天然 ,合成)では約 1,RNA(天然 ,合成)では 1よりも小さい (

0.5-0.6程度)C
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